
第８回 RIEC スピントロニクス国際ワークショップ 
The 8th RIEC International Workshop on Spintronics 

 
 
 

開 催 日：平成２４年２月２日（木曜日）～３日（金曜日）（２日間） 

開催場所：東北大学電気通信研究所 ナノ・スピン実験施設 

参加人数：１２８名 

 

2012 年 2 月 2, 3 日の両日に、本学電気通信研究所が主催する標記国際ワークシ

ョップが附属ナノ・スピン実験施設において開催された[組織委員長: 通研・大野

英男教授、本学省エネルギー・スピントロニクス集積化システムセンターでの 2nd 

CSIS International Symposium on Spintronics-based VLSIs (2 月 2,3 日)とのジ

ョイント開催]。参加者 128 名の内、国外からの参加者は 19 名を数えた。アメリ

カ、フランス、韓国、日本から 19 名の研究者を招待講演者として迎えた。ポスタ

ーセッションでは、中国、韓国、台湾、日本から 21 件の一般講演があった。さら

に 11 名のパネリストによりパネルディスカッションが行われた。本ワークショッ

プではスピン注入磁化反転・磁壁移動などスピントロニクス素子の基礎特性から、

それらを利用した集積回路まで幅広い話題が活発に議論された。この議論を通じ、

スピントロニクス集積回路の重要性と研究開発課題がより明確となり、将来の方

向性を指示す有意義なワークショップとなった。また、多くの学生の参加もあり、

学生の国際性を育む機会の提供という観点からも大きな成果を得ることができた。 

 

 

 
 

第 8 回  RIEC スピントロニクス国際ワークショップ参加者集合写真 

メディカル・バイオ・ナノエレクトロニクス 
第 6 回国際シンポジウム 

The Sixth International Symposium on Medical, Bio- and Nano-Electronics 
 

開 催 日：平成 24 年 3 月 8 日（木曜日）（1 日間） 

開催場所：東北大学電気通信研究所 ナノ・スピン実験施設 

４階カンファレンスルーム 

参加人数：約 60 名 

 

本シンポジウム・シリーズはもともと、平成 17～21 年度に実施された文部科学省

大学院教育 GP プログラム「生体・ナノ電子科学国際教育拠点」および「メディカル

バイオエレクトロニクス教育拠点」の一部として開催されていたものである。平成

22 年 2 月に開催された第 5 回シンポジウムでは、22 件の口頭発表と 80 件のポスタ

ー発表があり 184 名が参加した。その後、大学院教育 GP プログラムの終了により中

断していたが、「メディカル」「バイオ」「ナノ」分野の交流の場として、また、博士

前期課程の学生が英語で発表を行う機会として復活を望む声が多かった。このたび、

通研国際シンポジウムの枠組みでご援助をいただき、第 6 回シンポジウムを開催す

ることができた。 

今回は日程上の都合から 1 日のみの開催とし、「 Medical Electronics」

「Bio-Electronics」「Nano-Electronics」の 3 セッションを設けた。各セッショ

ンの企画・運営はそれぞれ、金井・長谷川研、庭野・木村研、佐橋研が担当した。

4 名の招待講演者：Y. Ono 氏（Carleton University, Canada）、A. Sesay 氏（MRC 

National Institute for Medical Research, UK）、Y. Kashimura 氏（NTT Basic 

Research Laboratories, Japan）、Ch. Binek 氏（University of Nebraska, USA）

を含む 9 件の口頭発表と 24 件のポスター発表があり、活発な議論が行われた。 

本シンポジウムの開催にご協力いただきましたみなさまに感謝いたします。 

 

 

  
Nano-Electronics セッションの参加者                  ポスターセッション 

国際シンポジウム
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